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消防署蘭越支署
からのお知らせ

羊蹄山ろく消防組合消防署蘭越支署　
　消防士長（消防団係長）
　丸田　修史 さん

﹁
蘭
越
消
防
団
幹
部

　
　
教
育
訓
練
﹂
実
施

平
成
30
年
度
蘭
越
消
防
団
幹
部
教

育
訓
練
が
、
３
月
24
日
蘭
越
町
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
班
長
以
上

の
階
級
に
あ
る
消
防
団
員
を
対
象

と
し
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
７
月
に
３
年
に
一
度
、

７
ヵ
町
村
を
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
﹁
第
28
回
羊
蹄
山
ろ
く
連

合
消
防
演
習
﹂（
以
下
、
演
習
）

が
蘭
越
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
演
習
実
施
要
領
に
基
づ
く
部

隊
訓
練
（
部
隊
編
成
、
入
場
行
進

要
領
）
や
、
開
会
式
か
ら
閉
会
式

ま
で
の
一
連
の
動
作
を
訓
練
内
容

に
取
り
入
れ
行
い
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
﹁
消
防
功
労
者

　
消
防
庁
長
官
表
彰
﹂
受
章

平
成
31
年
３
月
６
日
、
東
京

都
（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
消
防
庁
長
官

表
彰
受
章
式
が
執
り
行
わ
れ
、
坪

▽
火
事
・
救
急
・
救
助

　
局
番
な
し
の
☎
１
１
９
番
へ

▽
お
問
い
合
わ
せ（
蘭
越
支
署
）

　
☎
０
１
３
６
・
57
・
５
０
１
０

▽
災
害
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
（
自
動
音
声
）

　
☎
０
１
３
６
・
22
・
６
６
５
５

田
和
昭
消
防
団
長
が
出
席
し
ま
し

た
。受
章
式
で
は
坪
田
団
長
が﹁
功

労
章
﹂
を
、深
尾
浩
一
分
団
長
（
目

名
分
団
）
が
﹁
永
年
勤
続
功
労
章
﹂

を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
ま
し
た
。

坪
田
団
長
は
、
昭
和
49
年
に

入
団
、
深
尾
分
団
長
は
昭
和
55
年

に
入
団
以
来
、
両
氏
と
も
永
き
に

亘
り
地
域
防
災
に
情
熱
を
注
ぎ
、

災
害
現
場
で
取
り
組
む
姿
勢
、
若

手
団
員
へ
の
指
導
な
ど
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
24
日
に
行
わ
れ
た
蘭
越

消
防
団
幹
部
教
育
訓
練
及
び
蘭
越

消
防
団
互
助
会
総
会
終
了
後
、
幽

泉
閣
に
て
受
章
祝
賀
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

﹁
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

　
　
　
水
槽
車
﹂
配
備

先
月
号
で
は
、﹁
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
水
槽
車
～
ま
も
な
く
納
車
～
﹂

と
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
３
月
20

日
に
納
車
と
な
り
ま
し
た
。

納
車
後
、
操
縦
訓
練
や

機
械
操
作
訓
練
等
を
行
い
、

３
月
26
日
よ
り
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

ま
た
、
運
用
開
始
日
の

午
前
10
時
よ
り
消
防
関
係
者

の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

納
車
式
が
蘭
越
支
署
庁
舎
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

30
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大
会
で
は
、
ス
ー
パ
ー
大
回
転

は
参
加
者
120
人
中
52
位
、
大
回
転

は
71
位
、
回
転
は
2
本
目
で
コ
ー

ス
ア
ウ
ト
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

本
人
は
、「
現
状
で
の
ベ
ス
ト

は
尽
く
せ
た
が
、
上
位
選
手
に
比

べ
て
ま
だ
ま
だ
実
力
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
以
上

に
雪
上
・
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

打
ち
込
ん
で
、
来
年
は
10
位
入
賞

を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

国
際
交
流
派
遣
事
業

　

３
月
９
日
㈯
〜
19
日
㈫
ま
で
10

泊
11
日
の
日
程
で
国
際
交
流
派
遣

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
２
年
生
１
名
と
１
年
生
１
名

が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
研
修
費
用
な
ど

蘭
越
町
の
多
大
な
支
援
を
受
け
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

出
発
前
の
３
月
７
日
、
金
町
長

を
訪
問
し
、
研
修
に
向
け
て
の
意

気
込
み
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
高
校
で
あ
る
ラ

ザ
フ
ォ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
ね
、

地
元
の
高
校
生
と
一
緒
に
数
学
や

体
育
な
ど
の
授
業
を
受
け
ま
し

た
。
休
日
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
町

を
観
光
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
海
外
に
行
く
と
い
う
こ

と
で
出
発
の
時
に
は
緊
張
や
不
安

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
徐
々
に
英

語
で
の
生
活
や
、
地
元
の
高
校
生

と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
方
々
に
上
手

く
馴
染
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
「
食
習
慣
の
違
い
に

驚
い
た
」「
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
少
し
自
信
が
持
て

ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、金
町
長
を
訪
問
し
、

今
回
の
国
際
交
流
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
詳
し
く
は
後
日
行
わ
れ
る
報

告
会
や
町
の
広
報
紙「
ら
ん
こ
し
」

な
ど
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

第
53
回
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
１
日
㈮
に
、
第
53
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
３
年
生

17
名
が
通
い
慣
れ
た
学
舎
を
巣
立

ち
ま
し
た
。
当
日
は
、
金
町
長
を

は
じ
め
、
首
藤
教
育
長
、
栗
本
同

窓
会
長
な
ど
多
く
の
来
賓
の
方
と

た
く
さ
ん
の
保
護
者
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
生
徒
の
門
出
を
見
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奈
良
校
長
か
ら
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
に
「
お
め
で
と
う
」
と
い
う

言
葉
と
と
も
に
卒
業
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
校
長
式
辞
で
は
、

３
年
間
の
高
校
生
活
を
振
り
返
り

涙
す
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
町
長
並
び
に
金
安
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
か
ら
激
励
の
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
在
校
生
代
表
土
井
智
香
さ
ん

の
送
辞
、
卒
業
生
代
表
小
泉
里
緒
さ

ん
の
答
辞
を
経
て
、
式
は
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

ス
キ
ー
同
好
会
全
国
選
抜

　
　
　  

ス
キ
ー
大
会
出
場

　

3
月
12
日
㈫
〜
3
月
15
日
㈮
に

長
野
県
志
賀
高
原
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
に
、

本
校
か
ら
１
年
生
の
鈴
木
怜
遠
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
ポ
イ

ン
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
入

り
、
見
事
出
場
権
を
獲
得
し
出
場

へ
と
こ
ぎ
着
け
た
も
の
で
す
。

蘭
越
高
校
通
信
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k
o
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